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恋人の聖地プロジェクト
若い人々に魅力のある地域づくりを通して…

http://www.seichi.net

2018年7月１日

NPO法人地域活性化支援センター　静岡県静岡市葵区錦町７-３ ｲﾝﾅｰｺｰﾄ1F／☎054-252-3481  054-252-8719

Area Activation Supporting Center
A･A･S･C

後援　観 光 庁

S a t e l l i t e  o f  L o v e r ' s  S a n c t u a r y

Here We declare this place as "Satellite of Lover's Sanctuary" to impart the joy and 
the magic of encounters, blissful marriages, and raising a happy home. We send our 
blessings to your encounters and wish you a wonderful  future.

SINCE 2006

恋人の聖地 銘板 （真鍮プレート） 恋人の聖地 サテライト銘板 （ステンレスプレート）
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　NPO法人地域活性化支援センターでは、「少子化対策と地域の活性化への貢献」をテーマとした『観光

地域の広域連携』を目的に社会貢献プロジェクト「恋人の聖地プロジェクト」を展開しています。

　恋人の聖地プロジェクトでは、2006年４月１日より、全国の観光地域の中からプロポーズにふさわしい

ロマンティックなスポットを「恋人の聖地」「恋人の聖地サテライト」として選定し、地域の新たな魅力づくり

と情報発信を図るとともに、地域間の連携による地域活性化を図っています。

　また、このプロジェクトでは「非婚化・未婚化の進行」を少子化問題のひとつとして捉え、日本全国で選定

された230ヶ所を越える「恋人の聖地」とともに、フランスのモン・サン・ミッシェルをはじめ海外の著名な観

光地にも参画いただき、各地域による様々な活動を通して若い人々のみならず地域社会に向けて「結婚」

に対する明るい希望と空気の醸成を図るための活動をしています。

【運 営  主  体】 NPO法人 地域活性化支援センター／恋人の聖地運営事務局（同法人内）

【後　　　援】 観　光　庁、  株式会社 ジェイティービー

《恋人の聖地プロジェクトの概要》

【展 開  期  間】

恋人の聖地プロジェクト

【目　　　的】

【展 開  名  称】

地域活性化対策ならびに少子化対策

2006年4月1日より終期を定めず展開しています

少子化対策・地域活性化／地域連携による社会貢献プロジェクト

恋人の聖地プロジェクト

地域活性化･少子化対策プロジェクト

● 観光を切り口とした少子化対策プロジェクトとして新たな取り組みが評価されています。

● 既存の観光資源を有効活用し､各地域の観光誘客促進を図っています。

● 「恋人の聖地」の共有・ブランド化による情報発信力の向上と地域商品の開発を図っています。

● 各地域の個性を活かし、他地域・企業との連携を図ることにより、大きな情報発信力を得ています。

新たな観光スポットとして幅広く注目を集めてきています
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地域活性化･少子化対策プロジェクト

《恋人の聖地プロジェクトの背景／課題》

　70～80年代女性誌・旅行雑誌等にもてはやされ、アンノン族と呼ばれる女性を中心とする若い人々に

支持され賑わっていた全国の観光地は、社会・経済環境の変化、若い人々のライフスタイルならびに余暇

の過ごし方の変化に伴い、若い人々の「旅」離れが進み、各観光地は集客のターゲットを若年層から中高

年へとシフトせざるを得なくなってきています。

　そして、若い人々のいなくなった観光地では、次代の地域活性化の担い手となるべき地域の若者たち

の活躍の場が失われ、地域から発信される情報の活力がますます失われていくという悪循環に陥ってし

まっています。

《地域活性化･少子化対策に関しての基本的な考え方／コンセプト》

　地域活性化においては、「恋愛」「プロポーズ」「結婚」をテーマとして、若い人々を中心ににまだまだ触

れたことのない日本全国の素晴らしいスポットを紹介し、訪ねていただくための『新たな旅の動機作りを

図り、各地域の観光誘客に貢献する』とともに、受け皿となる観光地域には、若い人々を迎え入れるための

様々なプラン作り等を通して、『各地域の若者達の活躍の舞台を提供』していきたいと考えています。

　また、少子化対策への取り組みにおいては、『少子化の大きな要因のひとつとなっている「非婚化」「晩

婚化」に対するアプローチ』を目的として、若い人々ならびに取り巻く社会に、結婚の素晴らしさ、家庭を築

くこと、ひととの繋がりの素晴らしさを感じていただくための活動をしていきたいと考えています。

　厳しい社会環境の中で、経済効率・雇用環境のみがクローズアップされ、恋愛、プロポーズ、結婚･･･

等々は、個人的な問題と捉えられて世の中から掻き消されてしまいました。私たちは『世の中に「恋愛」「プ

ロポーズ」「結婚」等、日本の未来につながるキーワードを復活』させ、若い人々が自然に「恋愛」「プロポー

ズ」「結婚」を語れる世の中にしていくための、さまざまな情報の発信を通して少子化対策に貢献していき

たいと考えています。

《恋人の聖地プロジェクトの展開について》

　「恋人の聖地プロジェクト」では、地域活性化と少子化対策への貢献の両立を図るため、全国の観光地

域に呼び掛け、既存の観光スポットを「プロポーズにふさわしいロマンチックなスポット」恋人の聖地とし

て選定。「恋人の聖地」の名称とコンセプトを共有することにより、既存の観光スポットのリノベーションを

図り、新たな観光スポットとして訴求力を高め、新たな来訪客層の開拓を可能としています。

　また「恋人の聖地」の他地域・企業等とのネットワーク展開とブランド化により、各地域単独では困難な

情報発信力向上を図り、各地域の集客力を高めるとともに、「恋愛」「恋人」「プロポーズ」「結婚」等々、非婚

化・晩婚化に対する重要なキーワードの社会への大幅な浸透力向上を図っています。



【選定の条件】

【恋人の聖地選定】

【恋人の聖地】

恋人の聖地 選定に関しては公平を期すため各界の著名人による、恋人の聖
地選定委員会を法人内に設置。「恋人の聖地」候補地選定申請書により選定
を希望する地域の中より選定します。（選定委員会年４回不定期開催）
※申請料等は不要です。

「恋人の聖地」は、地域を代表し公共性を有する観光施設・地域を中心に、
プロポーズにふさわしいロマンティックなスポットをプロジェクトのシンボ
ルとして選定します。地域の幅広い活動との連携と情報発信を通して『地
域の活性化』ならびに『少子化対策への貢献』にご協力いただきます。

１．恋人の聖地プロジェクト／参画について
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１．継続的な展開を前提として、本プロジェクトの趣旨に賛同いただけること。    
      また、そのための運営管理主体が明確であること。
　　※運営管理主体は公の機関、民間を問いません。

２．地域を代表し、公共性を有する観光施設・地域であること。
　　※観光施設等は有料･無料を問いません。

３．「恋人の聖地」選定証、プレートを掲出いただけること。(1P参照)

地域活性化･少子化対策プロジェクト

【選定スケジュール】

【選定委員会】 

桂 　 由 美  〈ファッションデザイナー〉

溝 畑 　 宏  〈大阪観光局長、元 観光庁長官 〉
志 垣 恭 平  〈NPO法人地域活性化支援センター 理事長 〉

假屋崎省吾  〈華道家 〉

恋人の聖地選定委員会は、下記のスケジュールにより年４回開催されます。

恋人の聖地 選定委員会の構成メンバーは下記の４名となります。

※申請前に必ず事前にお電話でご相談下さいますようお願いいたします。

「恋人の聖地」  として参画 〔公共性、広域性を満たす自治体、各種団体等〕Ⅰ

参画方法は、参画主体の性格により「恋人の聖地」「恋人の聖地サテライト」の２通り

■選定スケジュール（毎年）※予定

申請締め切り日

選定情報公開日

6月25日 9月25日 12月20日 3月25日

6月15日 9月15日 12月10日 3月15日

7月1日 10月1日 1月1日 4月1日

選定委員会開催日

※多少前後する場合がありますので、必ず事前に電話でお問い合わせ下さい



２．恋人の聖地プロジェクト／参画費について
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【選定スケジュール】 申請により随時選定（月1回程度）

地域活性化･少子化対策プロジェクト

【参画費について】

230,000円／税別･年間■参画負担金（年間運営管理費）

「恋人の聖地」 「恋人の聖地サテライト」にご参画いただく場合参画負担金は
下記の通りとなります。（※2015年3月選定分より）

NPO法人地域活性化支援センターは､公的資金・公的支援により運営されている団体で
はありません。恋人の聖地プロジェクトは、皆様にご負担いただく上記の「参画負担金」
等協賛費により全て運営されています。

※参画時には「恋人の聖地選定証」「恋人の聖地プレート（銘板）」が交付されます。
※「恋人の聖地」 「恋人の聖地サテライト」共通

「恋人の聖地サテライト」  として参画 〔事業活動との連携が可能な一般企業・団体〕

【選定の条件】

【サテライト選定】

【サテライト参画】

恋人の聖地サテライト選定に関しては、「恋人の聖地 サテライト候補地選
定申請書」の提出にもとづきNPO法人地域活性化支援センター内の恋人
の聖地運営事務局により随時審査選定させていただきます。

「恋人の聖地サテライト」は、プロジェクトの趣旨にご賛同いただける一般
企業・団体の皆様が運営管理する、プロポーズにふさわしいロマンティック
なスポット・施設等の中から選定します。通常の事業活動、広告宣伝・販売
促進活動、社会貢献活動を通して、『地域の活性化』ならびに『少子化対策
への貢献』にご協力いただきます。

１．継続的な展開を前提とした本プロジェクトの趣旨に賛同いただけること。    
　  また、そのための運営管理主体が明確であること。

２．通常の事業活動との連携が可能であること。

３．「恋人の聖地サテライト」選定証、プレートを掲出いただけること。

Ⅱ
プロジェクトへの参画方法・活動の内容について「恋人の聖地」と大きな相違点はありません

恋人の聖地サテライトとしてご参画を希望される場合には

『サテライト企画申請資料』 をご覧下さい



【選　  定　  証】

【期待される効果】

・自治体
・観光協会
・民間企業

【組織イメージ】

【支援メニュー】

３．恋人の聖地プロジェクト／展開について

NPO法人地域活性化支援センター

恋人の聖地選定委員会アドバイザリースタッフ

各観光地域

海外の都市
との連携

各観光地域
民間企業

「恋人の聖地」
「恋人の聖地」 「恋人の聖地」

恋人の聖地
運営事務局
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企業・団体との連携

《運営主体》
・民間企業
・各種団体
・他

《運営主体》

地域活性化･少子化対策プロジェクト

選定された場合には、地域･施設内に選定証の掲出をお願いいたします。

②  各種メディアにおける露出機会増による若年交流人口の増加

③  地域のさまざまな活動との連携による幅広い分野での地域活性化

④  他地域との連携による交流人口の増加

⑤  ＩＴを活用したリピート交流人口の増加

⑥  交流事業による地域における少子化対策への側面支援

①  恋人の聖地事務局による各地域紹介ＨＰ制作掲載 （PC、facebook、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ）

②  マスコミ・企業への情報リリース、取材コーディネート、資料提供

③  企業・団体とのタイアップ企画の提案（商品・イベント等）  

④  選定証の交付、ロゴマーク・名称等、商標の使用許可

⑤  宿泊プラン他の地域商品づくりと全国への情報発信支援

⑥  運営支援、地域における幅広い企業店舗との連携支援

⑦  参画団体相互の情報交換の場の提供

サテライト

民間企業
「恋人の聖地」
サテライト

①  統一呼称「恋人の聖地   」使用によるＰＲ・ 訴求力の向上R



地域活性化･少子化対策プロジェクト

４．「恋人の聖地」参画･選定状況／139ヶ所　（2017年 10月１日 現在）

7



8

地域活性化･少子化対策プロジェクト

５．「恋人の聖地サテライト」参画･選定状況／87ヶ所　（2017年 10月１日 現在）

６．海外の「恋人の聖地サテライト」参画･選定状況／4ヶ所　（2017年 10月１日 現在）



〔参考資料〕　 「恋人の聖地」マップ　（2017年10月1日 現在）
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地域活性化･少子化対策プロジェクト

http://www.seichi.net/

♥ 5 ♦ 0

♥ 4 ♦ 2

♥ 恋人の聖地 　139 ヶ所 

♥ 2 ♦ 2
♥ 1 ♦ 0
♥ 2 ♦ 1

♥ 1 ♦ 0
♥ 1 ♦ 0
♥ 0 ♦ 1

♥ 3 ♦ 0
♥ 0 ♦ 1
♥ 2 ♦ 1
♥ 4 ♦ 5
♥ 2 ♦ 1

♥ 4 ♦ 1
♥ 3 ♦ 0
♥ 4 ♦ 1
♥ 2 ♦ 1
♥ 4 ♦ 2
♥ 9 ♦ 4

♥ 4 ♦ 2
♥ 1 ♦ 0

♥ 4 ♦ 3
♥ 3 ♦ 0

♥ 3 ♦ 4
♥ 3 ♦ 1
♥ 5 ♦ 2
♥ 4 ♦ 4
♥ 2 ♦ 0
♥ 2 ♦ 1

♥ 2 ♦ 3
♥ 8 ♦ 5
♥ 6 ♦ 4
♥ 2 ♦ 2

♥ 1 ♦ 0
♥ 4 ♦ 6
♥ 2 ♦ 2

♥ 0 ♦ 1
♥ 5 ♦ 1

♥ 3 ♦ 4
♥ 3 ♦ 2

♥ 5 ♦ 7

♥ 2 ♦ 2

♥ 1 ♦ 1

♥ 4♦  4

♥ 3 ♦ 2

♥ 3 ♦ 0

♥ 1 ♦ 1

♦恋人の聖地サテライト　91ヶ所

海外  ♦ 4

〔2017年10月1日現在〕

〔北海道・東北〕

〔関 東〕

〔東 海〕

〔甲信越〕

〔中国・四国〕

（中国・四国）

〔九州・沖縄〕

〔海 外〕

〔近 畿〕

桂  由美 假屋崎省吾 溝畑  宏 早見  優 石田純一 安めぐみ 森    泉

板野友美 森    星 春香クリスティーン

IMALU

柴田理恵

田川博己

７．「恋人の聖地」選定委員・役員・親善大使　（2017年 10月１日 現在） ※敬称略



「恋人の聖地」候補地選定申請書

NPO法人地域活性化支援センター
　 恋人の聖地 選定委員会　御中

掲出希望名称

告知用電話番号等

ホームページURL

代表地の所在地

申請団体･組織名

住　　　所

申請団体･組織名

住　　　所

連　絡　先

《電話番号》

《電話番号》

《FAX》

《役職》

《Eメール》

担当者氏名

担当部署名

【恋人の聖地掲出名称（希望地）】 ※申請自治体等における恋人の聖地としての代表地として選定します。

【申請団体･組織／正式な法人名】

【申請ご担当者】

申請者（団体の代表者）

【申請者名／選定通知書への記載名／代表者等】

※参画希望地域･施設の①パンフレット②写真等、現地の状況のわかる資料を送付願います。

申請日　　　　　年　　月　　日

〒

〒

http://www.

住　　　所

連　絡　先

《電話番号》 《FAX》

《役職》

《Eメール》

担当者氏名

担当部署名

運営団体･組織名

【※運営管理主体が上記申請団体･組織と異なる場合／運営のご担当者が別にいる場合】

〒

　●本申請書は必ず事前にファックスでご送付下さい。〔送付先〕054-252-8719

【参画条件】 基本参画期間は毎年4月1日より翌年3月31日迄の1年間（初回の参画期間は選定委員会の翌月1日より翌年3月31日迄）とし、期間満了の2ヶ月前までに当
事者より申し出のあった場合には選定解除ならびに脱退が可能なものとします（ただし、参画初年度の脱退はできません）。なお当事者双方より申し出のない場には4月
1日より１年間自動更新されるものとし、下記参画負担金の支払いについても了承したものといたします。、また選定解除された場合､脱退した場合には選定地の負担に
より「恋人の聖地」銘板等を撤去の上、事務局に返納し、告知媒体･掲示物等への「恋人の聖地」の名称を使用しないものとします。
プロジェクトへの参画負担金は、年間230,000円とし、6月、9月、12月（選定委員会）選定の場合には当該年度分の参画負担金全額お支払いただきます。なお、3月（選定
委員会）選定の場合には基本的に翌年度分からのお支払となります。
なお、恋人の聖地運営事務局の申請書面受領後、申請者の都合により選定を辞退する場合には、本来の選定予定日に参画負担金の1/2（115,000円／税別）を選定事務
手数料としてご請求させていただきます。

㊞

㊞

地域活性化･少子化対策をテーマとする「恋人の聖地プロジェクト」の主旨に賛同し、下記参画条件を了承の上、
恋人の聖地として参画いたしたく申請いたします。

自治体、各種団体用 恋人の聖地サテライト参画を希望される場合には、
『サテライト企画申請資料』 添付の申請書をご利用下さい。

（※2018年７月改訂）
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